
☆ （1） 「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）の所定欄に「受験番号」、

「受験番号のマーク」、「科目」、「科目コード」、「科目コードのマーク」、

「資格」、「種類」、「氏名」及び「生年月日」を記入すること。

「受験番号」、「受験番号のマーク」、「科目コード」又は「科目コードの

マーク」に誤りがあると、コンピュータによる採点処理が不可能となるので

当該科目は不合格となります。

（2） 解答は「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）に記入すること。

☆ １問　５点

☆ 合格は１００点満点の７０点以上とする。

ＣＣＣＣ０４２２Ｂ２

注 意

科　　目 航空法規等　〔科目コード：０４〕 記　　　　号

M２

資　　格

 一等航空整備士（回転翼航空機）
 一等航空運航整備士（回転翼航空機）
 二等航空整備士（共通）
 二等航空運航整備士（共通）

題数及び時間 ２０ 題　　4０ 分

航 空 従 事 者 学 科 試 験 問 題

配 点

判定基準
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問 1 航空法における「航空機」の組み合わせで次のうち正しいものはどれか。

（１） 飛行機、回転翼航空機、滑空機、飛行船

（２） 飛行機、回転翼航空機、滑空機、宇宙船

（３） 飛行機、回転翼航空機、滑空機、超軽量動力機

（４） 飛行機、回転翼航空機、滑空機、気球

問 2 「航空保安施設」の組み合わせに該当しているもので次のうち正しいものはどれか。

（１） NDB、ILS、航空灯火

（２） VOR、タカン、航空通信施設

（３） DME、ILS、レーダー施設

（４） VOR、衛星航法補助施設、管制塔

問 3 航空法における「航空業務」の定義で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 航空機に乗り組んで行うその運航

（２） 整備又は改造をした航空機について行う第 19 条第 2 項に規定する確認

（３） 航空機に乗り組んで行う無線設備の操作

（４） 運航管理者の行う飛行計画の承認

問 4 航空法における「航空運送事業」の定義で次のうち正しいものはどれか。

（１） 他人の需要に応じ、航空機を使用して有償で貨物を運送する事業をいう。

（２） 他人の需要に応じ、航空機を使用して有償で旅客を運送する事業をいう。

（３） 他人の需要に応じ、航空機を使用して有償で旅客又は貨物を運送する事業をいう。

（４） 本邦内の各地間に路線を定めて、一定の日時により航行する航空機により行う航空運送事業

をいう。

問 5 登録ができる航空機で次のうち正しいものはどれか。

（１） 日本の国籍を有しない人が所有する航空機

（２） 外国又は外国の公共団体が所有する航空機

（３） 日本人の役員が 3 分の 2 以上を占める法人が所有する航空機

（４） 外国の国籍を有する航空機

問 6 「飛行規程」の記載事項で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 航空機の概要

（２） 航空機の性能

（３） 航空機の限界事項

（４） 航空機の騒音に関する事項

（５） 通常の場合における各種装置の操作方法

（６） 飛行中の航空機に発生した不具合の是正の方法
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問 7 「安全上の支障を及ぼす事態の報告」において、本邦航空運送事業者が国土交通大臣に報告すべき

航空機の航行中に発生した事態で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 航空機の構造が損傷を受けた事態

（２） 航空機に装備された安全上重要なシステムが正常に機能しない状態となつた事態

（３） 非常用の装置又は救急用具が正常に機能しない状態となつた事態

（４） 航空保安施設の機能の障害が認められた事態

問 8 「登録記号の打刻」を行うことができる者で次のうち正しいものはどれか。

（１） 航空機の所有者

（２） 航空機の使用者

（３） 航空機検査官

（４） 国土交通大臣

問 9 次の条文は、「耐空証明」に規定されている条文を抜き出したものである。　（ア）～（ウ）に

入る語句の組み合わせで次のうち正しいものはどれか。　（１）～（４）の中から選べ。

第十条　４　国土交通大臣は、第一項の申請があつたときは、当該航空機が次に掲げる基準に適合

するかどうかを（ア）、（イ）及び（ウ）について検査し、これらの基準に適合すると認めるとき

は、耐空証明をしなければならない。

（１） ・ ・

（２） ・ ・

（３） ・ ・

（４） ・ ・

問 10 有効な耐空証明を受けていない航空機を航空の用に供することができる場合で次のうち正しいもの

はどれか。

（１） 型式証明を受けた場合

（２） 修理改造検査を受けた場合

（３） 整備士の確認を受けた場合

（４） 法第 11 条第 1 項の「但し」書きの許可を受けた場合

問 11 「運用限界等指定書」の用途の記載事項で次のうち正しいものはどれか。

（１） 耐空類別

（２） 陸上単発、水上多発などの区分

（３） 事業の区分

（４） 飛行機、回転翼航空機などの性能

計画 限界 完了

計画 限界 現状

設計 製造過程 現状

（ア） （イ） （ウ）

設計 製造過程 完了
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問 12 耐空証明の効力が停止される場合で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 航空法第 10 条第 4 項の基準に適合しない場合

（２） 耐空証明の有効期間を経過する前に航空法第 10 条第 4 項の基準に適合しなくなるおそれが

あると認めた場合

（３） 航空機の安全性が確保されないと認めた場合

（４） 当該航空機のまつ消登録があつた場合

問 13 耐空証明のある航空機の使用者が「修理改造検査」を受けるべき国土交通省令で定める範囲の修理

または改造で次のうち正しいものはどれか。ただし、当該航空機は、航空運送事業の用に供する国

土交通省令で定める航空機とする。

（１） 改造

（２） 修理又は改造

（３） 大修理又は改造

（４） 大修理又は大改造

問 14 「型式証明」の条文に該当しているもので次のうち誤っているものはどれか。

（１） 申請により、航空機の強度及び構造について型式証明を行う。

（２） 申請があつたときは、その申請に係る型式の航空機が法第 10 条第 4 項の基準に適合すると

認めるときは、型式証明をしなければならない。

（３） 型式証明は、申請者に型式証明書を交付することにより行う。

（４） 型式証明をするときは、あらかじめ経済産業大臣の意見をきかなければならない。

問 15 業務規程の「業務の実施に関する事項」で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 認定業務の能力及び範囲並びに限定

（２） 業務を実施する組織及び人員に関する事項

（３） 航空整備士の行う確認の業務に関する事項

（４） 品質管理制度その他の業務の実施の方法に関する事項

（５） 業務に用いる設備、作業場及び保管施設その他の施設に関する事項

問 16 「航空機の整備又は改造」について、耐空証明のある航空機の整備をした場合、確認主任者は、こ

れを航空の用に供するために確認をする必要がある。　この場合、確認を必要とする航空機に該当

するもので次のうち正しいものはどれか。　ただし、当該航空機は航空運送事業の用に供する国土

交通省令で定める航空機とする。

（１） 全ての航空機

（２） 客席数が 19 または最大離陸重量が 15,000 kg を超える飛行機

（３） 客席数が 19 または最大離陸重量が 8,618 kg を超える飛行機および回転翼航空機

（４） 客席数が 30 または最大離陸重量が 15,000 kg を超える飛行機および回転翼航空機
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問 17 「安全管理規程」に定める内容で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 事業の運営の方針に関する事項

（２） 事業の実施及びその管理の体制に関する事項

（３） 事業の実施及びその管理の方法に関する事項

（４） 事業を統括する者の権限及び責務に関する事項

問 18 「技能証明の限定」における航空機の等級についての限定で次のうち正しいものはどれか。

（１） 飛行機、回転翼航空機などの等級をいう。

（２） 陸上単発ピストン機、水上多発タービン機などの等級をいう。

（３） セスナ式 172 型、ボーイング式 787 型などの等級をいう。

（４） 回転翼航空機輸送 TA 級、回転翼航空機普通 N などの等級をいう。

問 19 本邦航空運送事業者が定めなければならない規程の組み合わせに該当しているもので次のうち正し

いものはどれか。

（１） 運航規程、整備規程、安全管理規程

（２） 整備規程、整備手順書、飛行規程

（３） 飛行規程、業務規程、整備規程

（４） 教育規程、整備規程、運航規程

問 20 耐空証明の申請に関する国土交通省令に定める「附属書第一に定める基準」で次のうち正しいもの

はどれか。

（１） 航空機の騒音の基準

（２） 航空機の発動機の排出物（二酸化炭素を除く。）の基準

（３） 運用許容基準

（４） 航空機及び装備品の安全性を確保するための強度、構造及び性能についての基準
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☆ （1） 「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）の所定の欄に「受験番号」、

「受験番号のマーク」、「科目」、「科目コード」、「科目コードのマーク」、

「資格」、「種類」、「氏名」及び「生年月日」を記入すること。

「受験番号」、「受験番号のマーク」、「科目コード」又は「科目コードの

マーク」に誤りがあると、コンピュータによる採点処理が不可能となるので

当該科目は不合格となります。

（2） 解答は「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）に記入すること。

☆ １問　４点

☆ 合格は１００点満点の７０点以上とする。

航 空 従 事 者 学 科 試 験 問 題 M14

資　　格
二等航空運航整備士

（動力滑空機・上級滑空機）
題数及び時間 ２５ 題　　１ 時間

判定基準

科　　目 機 体　〔科目コード：０９〕 記　　　　号 Ｌ２ＧＸ０９２２B０

注 意

配 点

二運（動滑・上滑）　機体　　- 1／6 -



問 1 耐空性審査要領の定義で「滑空機においてエアブレーキ又はスポイラを操作する最大速度」を
表すものは次のうちどれか。

（１） VS

（２） VA

（３） VB

（４） VBS

問 2 標準大気（ ISA ）に関する説明で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 空気が乾燥した完全ガスであること
（２） 海面上における温度が 20 ℃ であること
（３） 海面上の気圧が、水銀柱の 29.92 in であること
（４） 海面上からの温度勾配が - 0.0065 ℃/m で、ある高度以上で温度は一定であること

問 3 層流と乱流の性質で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 乱流は層流より境界層の厚さが薄い。
（２） 層流は乱流より摩擦抵抗が小さい。
（３） 乱流は層流より剥離しにくい。
（４） 流速は層流中では規則的に、乱流中では不規則に変化している。

問 4 単位の換算で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 1 in      ≒  25. 4 mm
（２） 1 nm  ≒ 1. 85 km
（３） 1 lb   ≒ 2. 2 kg
（４） 1 気圧 ≒ 14. 7 psi

問 5 翼型に関する用語の説明で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 迎え角とは気流の方向と翼弦線のなす角度をいう。
（２） キャンバとは翼弦線と翼上面の距離をいう。
（３） 縦横比とは翼幅の 2 乗を翼面積で除したものである。
（４） 翼弦長とは翼の前縁と後縁とを結ぶ直線の長さをいう。

問 6 主翼の風圧中心に関する説明で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 風圧分布の合力の作用点を風圧中心という。
（２） 水平飛行時は飛行速度を増すと風圧中心は後方へ移動する。
（３） 翼型の後縁部を上方へ反らすと風圧中心の移動が少なくなる。
（４） 風圧分布の変化と風圧中心の移動は無関係である。
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問 7 ウイング・レットの効果で次のうち正しいものはどれか。

（１） 誘導抗力を減少させることができる。
（２） 翼厚比を大きくするのと同等の効果が得られる。
（３） 干渉抗力を小さくできる。
（４） 主翼の固有振動の発生を防ぐことができる。

問 8 主翼の縦横比について次のうち誤っているものはどれか。

（１） 縦横比が大きいと誘導抗力は小さくなる。
（２） 縦横比が大きいと揚抗比も大きくなる。
（３） 縦横比が大きいと滑空距離は長くなる。
（４） 縦横比が大きいと失速速度は速くなる。

問 9 安定性に関する説明で次のうち誤っているものはどれか。
 

（１） 安定性に重心位置は関係しない。
（２） 動揺の振幅が次第に変化していく性質を動安定という。
（３） 静安定が「負」である飛行機は動安定を「正」にすることはできない。
（４） 復元力が生ずるか生じないかという性質を静安定という。

問 10 マス・バランスの目的で次のうち正しいものはどれか。
 

（１） 操舵力を軽減する。
（２） 高速飛行時の安定性を向上させる。
（３） 舵面の剛性を高める。
（４） 動翼のフラッタを防止する。

問 11 ホーン・バランスの目的で次のうち正しいものはどれか。
 

（１） 操舵力を軽減する。
（２） 保舵力を 0 にする。
（３） バフェッティングを防止する。
（４） 動翼を中立点に戻るようにする。

問 12 定常旋回時の力の釣り合いで次のうち正しいものはどれか。ただし揚力は L、遠心力は F、
自重は W、バンク角を θ とする。

（１） F = L cosθ
（２） F = W cosθ
（３） F = L sinθ
（４） F = W sinθ
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問 13 重心位置が前方限界に近過ぎる場合の影響で次うち正しいものはどれか。

（１） 昇降舵の操作に対する反応が良くなるが安定性は悪くなる。
（２） 機首が上がりやすいので失速に入りやすい。
（３） 離着陸時の機首上げ操作が簡単になるが離着陸速度は速くなる。
（４） 機首上げにトリムするため抗力が増す。

問 14 全長 810 cm、自重 190 kg で重心位置が基準線後方 150 cm の滑空機に 1 人のパイロッ
ト（ 77 kg ）が乗り込んだ場合の重心位置（ cm ）で次のうち最も近い値を選べ。ただし、
パイロット席は基準線後方 120 cm にあるものとする。

（１） 102
（２） 122
（３） 141
（４） 162

問 15 下図の片持ちばりに荷重をかけた場合の最大曲げモーメント（kg・m）で次のうち正しい
ものはどれか。

 20kg

（１） 30 10kg
（２） 40
（３） 50
（４） 60

1m 1m

問 16 アルミニウムの一般的性質で次のうち正しいものはどれか。

（１） 実用金属の中で最も軽い。
（２） 熱膨張係数は鋼の約 2 倍である。
（３） 比強度は金属材料の中で最も大きい。
（４） 一般に 600 ℃ を超えると急激に強度が下がりはじめる。

問 17 アクリル樹脂の説明で次のうち誤っているものはどれか。

（１） プラスチック中で最も透明度が高く、小型機のウインド・シールドに使用されている。
（２） 紫外線透過率は普通のガラスより小さい。
（３） ガラスに比べ、ヒビが入っても急速に進行しない。
（４） 耐候性が良く、強靭で、加工が容易である。

問 18 構造部の接着結合の特徴で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 従来使用していたボルトやリベットの数が減り機体重量軽減につながる。
（２） 機体外面の平滑性が向上する。
（３） クラックの伝搬速度が大きいためダブラなどによる補強が必要である。
（４） 作業工程が複雑で特別な設備や装置が必要になる。
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問 19 複合材の FRCM に関する説明で次のうち誤っているものはどれか。

（１） FRP のマトリックスは主に熱硬化性のエポキシ樹脂を主剤として各種成分を加え、
組み合わせと比率により異なる性質を持たせてある。

（２） AFRP は CFRP よりも比強度が高く、耐衝撃性に優れている。
（３） CFRP は熱膨張率が極めて小さいので他の構造材と接合する際に熱膨張差に起因する

熱応力の発生を考慮する必要がある。
（４） GFRP は高強度で電波透過性がない。

問 20 バック・アップ構造の説明で次のうち正しいものはどれか。

（１） 硬い補強材を当て、亀裂が発生した場合はこの補強材が亀裂の進行を止める構造
（２） 1 個の大きな部材の代わりに 2 個の部材で構成し、一方に亀裂が発生した場合、他方

の部材で亀裂の進行を止める構造
（３） 数多くの部材で構成し、荷重を分担する構造
（４） 2 つの部材で構成し、通常は一方の部材が荷重を受けているが、この部材が破壊した

場合、他方の部材が荷重を受ける構造

問 21 各種消火剤に関する説明で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 水は一般、油脂および電気火災に有効である。
（２） 炭酸ガスは油脂および電気火災に有効であるがマグネシウム、チタニウムなどの金属

火災には効果はない。
（３） ハロン・ガスは一般、油脂および電気火災に適し有害性は低い。
（４） 粉末消火剤は一般、油脂および電気火災に有効で常温においては安定しているが、

加熱されると炭酸ガスを発生する。

問 22 ケーブル操縦系統と比較したプッシュ・プル・ロッド操縦系統の特徴で次のうち誤っている
ものはどれか。

（１） ベアリングの遊びなどが積み重なって応答性が悪くなる。
（２） ロッド類の重量による慣性の影響が操縦の妨げになることがある。
（３） 組み立て調整を簡単にすることができる。
（４） 機体構造のたわみが起きても操縦性に大きな影響を及ぼさない。

問 23 空盒計器に関する説明で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 空盒には開放型空盒と密閉型空盒がある。
（２） 空盒は小さい圧力変化を検出することができるため、気圧高度計、対気速度計、昇降計

に用いられる。
（３） 開放型空盒は差圧を測定でき対気速度計に用いられる。
（４） 密閉型空盒は絶対圧を測定でき昇降計に用いられる。
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問 24 GPS の説明で次のうち誤っているものはどれか。

（１） 衛星から衛星の位置を知らせる軌道情報が送られている。
（２） 衛星からの情報をもとに世界標準時を出力することができる。
（３） 衛星と利用者間の電波伝搬の遅れを測定すると、衛星と利用者間の距離を測定できる。
（４） GPS を利用するには現在位置を入力する必要がある。

問 25 電流計および電圧計の回路への接続方法で次のうち正しいものはどれか。

（１） 電流計は並列に、電圧計は直列に結線する。
（２） 電流計は直列に、電圧計は並列に結線する。
（３） どちらも直列に結線する。
（４） どちらも並列に結線する。

二運（動滑・上滑）　機体　　- 6／6 -


